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　素形材産業では、少子高齢化や若年層の製造業離れにより、 
労働力人口が減少傾向にあり、人材確保の努力と並行し、省力化・
自動化を進めることで、限られた人材で生産性を高めることが 
求められています。加えて、デジタル人材の育成という構造的な
壁にも直面しています。
　このような背景のなか、素形材企業ではマテハンなどに代表 
される定型作業でのロボット活用をはじめとし、DX、IoTの活用に
よる稼働状況の可視化や品質検査の自動化が進められています。
また、国が支援する「省力化投資補助金」や「IT導入補助金」の 
ような制度を活用し、初期投資の負担を軽減しながらロボットや 
自動化システムを導入する動きも活発化しています。
　これらの技術導入は単なる人手不足の解消だけでなく、わが
国、素形材企業の国際競争力と「稼ぐ力」を強化するための戦略 
としても位置付けられています。
　そこで本特集では、素形材企業が取組む生産工程の見直し、 
自動化、およびデジタル技術などの事例を紹介することしました。

 （一財）素形材センター

素形材の省人化/省力化/省エネ化への挑戦
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